
 事業番号 

1,860,000

旅費
報償費

委託料
1,860,000負担金、補助及び交付金 2,070,000 1,860,000

需用費

1,860,000

750,000

0.1

2,070,000

1,860,000

1,860,000 1,860,000

役務費

1,860,000

□指定管理□ 委託□ 直接実施

事 業 の
必 要 性

11

報酬（嘱託・臨時職員含む）
賃金

　開始年度：平成１６年度　　　　　　　　　終了年度：未定

人づくりと文化の振興→自己の能力を高められる体制づくり→芸術文化の振興→芸術文化環境の整備

扶助費

事業シート（概要説明書）

事業年度

実 施 方 法

担当部名

担当課名
事 業 名

実施主体・委託先等 津山市文化連盟

□ その他■ 補助金

津山市文化連盟は、平成１７年２月２８日の市町村合併により設立された旧市町村の文
化協会の連合体で、
①市全体に係る文化事業（各種の文化事業の実施、支援、後援）、加盟地域文化協会の
連絡調整及び親睦等は、津山市文化連盟により実施し、

②合併した各地域での文化活動は、補助金を
※
各文化協会へ分配し、各文化協会で地

域での文化事業を実施している。

　　　　
※
各文化協会～津山市文化協会、加茂文化協会、阿波文化協会

　　　　　　　　　　　　　　 勝北文化協会、久米文化協会

津山市文化連盟

市民の心豊かな暮らしや活力ある地域社会の実現に向けては、地域文化の振興は、
不可欠であり、地域文化の担い手である津山市文化連盟への助成・支援を継続してい
くもの。

事業内容
（手段、手
　法など）

津山市文化連盟補助金

根拠法令等 なし

生涯学習部

総合計画での位置付け

Ｈ21決算

地方債

その他（使用料、工事費等）

文化課

Ｈ22決算 Ｈ23予算

津山市における文化振興を推進し、市民の文化向上に寄与することを目的として、津山
市文化連盟に団体運営補助金を交付している。

（円）

目　的
（何のために）

事

業

概

要

対　象
（誰・何を
　対象に）

Ｈ20決算

1,860,000

人件費
（正規職員）

従事者数（平均給与750万円換算）

国・県からの補助金等

①合計

事業費

事業費の
財源内訳

2,070,000

②概算人件費 750,000

0.1 0.1

合計

その他（広告収入等）
一般財源

総事業費（①＋②） 2,610,000 2,610,000

750,000

2,820,000 2,610,000

2,070,000

750,000

0.1

1,860,000

1,860,000 1,860,000



 事業番号 

特記事項
（事業の沿革等）
（他都市との比較

等）

　
＜津山市文化連盟の沿革＞
    津山市文化協会設立　　昭和２７年  ９月  １日
    加茂文化協会設立　　 　昭和５２年１０月  ８日
    阿波文化協会設立　　 　昭和６３年  １月２９日
    勝北文化協会設立　　 　平成  ８年  ６月２５日
    久米文化協会設立　　 　昭和６０年  ７月２１日
    津山市文化連盟設立　　平成１７年  ２月２８日
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事業シート（概要説明書）

5,796

Ｈ23年度見込

6,036

単位当りコスト

目指す成果
（今後どのように
したいか）

事業目的達成の
ための活動指標

単位

人

Ｈ22年度実績活　動　指　標　名

津山市文化連盟構成団体会員数

Ｈ21年度実績

現状のまま継続するが、今後は、さらなる文化活動の充実を目指し、広く市民の模範とな
るような文化活動の実施に取り組んでいく。

　□拡大・充実　　■現状のまま継続　　□効率化又は改善が必要　　□統合・縮小　　□廃止

2,610,000（円）／6,036（人）＝432円

事業目的の
達成状況

自己評価

津山市文化連盟の活性化により、市民の文化活動の発表の場の確保や文化活動に
参加できる環境の充実を図り、市民の心豊かな暮らしや活力ある地域社会を実現す
る。

津山市文化連盟加盟の各文化協会は、長い歴史の中で、個性ある地域文化をつくり、
発展させてきた。また、「第２５回国民文化祭・おかやま２０１０」やおかやま県民文化祭
などでは、本市の豊かな市民文化を内外に発信してきた。
しかし、会員の高齢化や事業のマンネリ化がみられ、今後、若年層の参加や魅力ある
文化事業の実施に取り組む必要がある。

地域文化は、地域で生まれ、育まれ、継承されてきたものであり、地域の主役である市
民、団体が、文化活動に主体的に参画していくことが期待されるものである。
こうした観点から、津山市文化連盟への助成を継続して実施するとともに、津山市文化
連盟の文化活動のさらなる充実を促すことが必要であると考える。
また、次の理由により、運営体制・運営方針を現行どおりで行いたい。
①各文化協会で会員会費の徴収額・徴収方式がまちまちであり、統一することが、困
難である。
②これまで培ってきた地域文化を継承し、特色ある文化活動を持続・発展させるために
は、現行どおり継続することが望ましい。

今後の事業
の方向性
（課題・改善
計画等）

事
業
の
自
己
評
価

5,983


